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在学生にひとこと：  
理学療法士に必要なのは、絶えず学び続ける姿勢です。新しい技術や知識が出てくるたびに、

積極的に学び、それを実践に活かすことが大切です。皆さんが素晴らしい理学療法士になる

ことを心より願っています。 


